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科目名 病理学（栄養士必修：NR・SA 必修） 

授業形態 講義 学年 2 

開講時期 2023 年度 後期 単位数 2 

担当教員 朝比奈 章悟 

内容および計画   病理学総論では正常組織の構造・機能の知識を基盤として、基本的な疾病の成因、機序、病態、経過と

結果を解説する。 更に病理学各諭では臓器ごとの特徴的な疾患の病態を説明し、それぞれの疾患の理解を

促す共に、その診断・治療・予防法の考え方の基礎を造る。 

  総論の講義の流れは疾病の成因別に行われる。それぞれ代表的疾患・病態を挙げ、順次解説する。 細

胞・組織とその障害では変性と細胞死の概念、その原因と機序、並びに形態学的変化を述べ、 循環障害で

は虚血、充血、うっ血の病態と引き起こされる細胞･組織の形態学的変化を知り、虚血の主な原因である血

栓、塞栓、動脈硬化について理解を深める。 炎症・免疫・創傷治癒の項ではそれぞれの概念と細胞・組織

の形態学的変化、過程を述べ、更に膠原病、自己免疫疾患、免疫不全等の免疫異常による疾患について解説

する。 感染症については各種微生物の基本的性状、病原性とそれ等によって生じる病態､ 寄生体と宿主が

織りなす現象と疾病との関わりについて述べ、また性行為感染症、院内感染症、新興・再興感染症の概念、

病態について理解を深める。 代謝異常症、老化は糖質、タンパク質、脂質及び無機質等の代謝障害によっ

て生じる変化であるが、最近本邦で話題となってる肥満、メタボリックシンドローム、糖尿病、脂質異常

症、高尿酸血症などについて述べ、理解出来るようにする。 新生児の病理と先天異常は生まれた時に見い

だされる疾患又は異常な状態であるが、その病態を素因や原因を含めて解説する。 腫瘍は自己の細胞が自

己の制御から逸脱して、自律性のある異常な増殖をおこした状態であるが、その原因、分類、病態について

解説し、生命の危機の項ではバイタルサイン、脳死、植物状態について説明する。 

  各論の講義は臓器別に行われる。各臓器についの以下の如き代表的疾患を解説する。 

・循環器系（虚血性心疾患、心内膜炎、心筋症、動脈瘤、血管炎） 

・呼吸器系（気管支喘息、肺炎、慢性閉塞性肺疾患、肺結核症） 

・消化器系（う歯、口内炎、舌炎、食道・胃癌、胃十二指腸漬瘍、クローン病、潰瘍性大腸炎、 

                      腸閉塞、ヘルニア、肝炎、肝硬変、非アルコール性脂肪性肝疾患、膵炎、膵臓癌） 

・内分泌系（尿崩症、甲状腺機能亢進症･低下症、クッシング病・症候群、原発性アルドステロン症、  

                     褐色細胞腫） 

・造血器系（貧血、出血性疾患、白血病、悪性リンパ腫) 

・腎・尿路系（急性・慢性糸球体腎炎、ネフローゼ症候群、糖尿病性腎症、膀胱炎、膀胱癌） 

・生殖器系・乳腺（前立腺肥大症、前立腺癌、精巣腫瘍、子宮内膜症、子宮癌、卵巣嚢腫・腫瘍、 

                                乳腺 症、乳癌） 

・神経系（脳ヘルニア、脳出血、脳梗塞 神経変性疾患、脱髄性疾患、プリオン病、脳腫瘍） 

・運動器系(骨粗鬆症、骨軟化症、関節リュウマチ、変形性関節症、骨腫瘍、痛風、脊柱管狭窄症) 

・感覚器系（メニエール病、緑内障、白内障、湿疹・皮膚炎、皮膚癌、悪性黒色腫） 

１  総論 ①病理学の領域  付 病理診断検査 

       1）ホメオスタシスについて説明できる 

  2）生活習慣病の概念と発症に関係する要因について説明出来る 

  3）細胞診検査の目的と種類を知り、その意義を説明できる 

  4）組織診断を行う場合、組織が採取されてから診断までの行程を説明出来る 

  5）病理解剖の目的と意義を説明出来る 

２ 総論  ②細胞･組織とその障害 ③再生と修復 

  1）細胞、組織を傷害する要因について説明出来る 

  2）細胞の変性とはどのような概念か説明出来る 

  3）壊死とアポトーシスの違いについて説明出来る 

  4）萎縮とは何を意味し、どのような種類があるか説明出来る 

  5）再生とは何かを説明し、再生力が強い組織、弱い組織、再生しない組織をあげることが出来る 

  6）化生、肥大、過形成の違いについて説明出来る 

  7）肉芽組織を図示し、説明出来る 

  8）生体内の異物の処理がどの様に行われるか説明出来る 

 

３ 総論 ④循環障害  各論 ①循環器系  

  1）虚血、充血とうっ血の違いを説明出来る 

  2）出血の種類・原因、出血性素因について、また血栓形成に関与する因子をあげ説明出来る 

  3）塞栓症、梗塞とは何か、浮腫の起こる機序、ショックの原因ついて説明出来る 

  4）高血圧の種類をあげて説明出来る 
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  5）狭心症、心筋梗塞の違いを説明出来る 

  6）心臓弁膜症によって起こされる循環障害を説明出来る 

     7）ファローの４?症について説明出来る 

     8）粥状硬化の機序、その複合病変について述べることが出来る 

  9）動脈瘤について説明出来る 

          

４ 総論 ⑤炎症 ⑥免疫とアレルギー 

  1）急性炎症と慢性炎症の違いを説明出来る 

  2）急性炎症に関連する細胞の種類、産生する化学伝達物質、サイトカインについて説明出来る 

  3）肉芽腫性炎症について、例をあげて説明出来る 

  4）炎症が全身に及ぼす影響について説明出来る 

  5）液性免疫と細胞性免疫の機序について説明出来る 

  6）アレルギーを発症機序で分類し、それそれについて代表的疾患をあげて説明出来る 

  7）免疫不全を原因別に説明出来る 

  8）移植免疫について説明出来る 

  9）癌に対する免疫療法について説明出来る 

５ 総論 ⑦感染症 

  1）病原微生物にはどの様なものがあるか、説明出来る 

  2）感染様式や潜伏期間について説明できる 

  3）人体に備わる感染防御能を理解出来ている 

  4）感染予防の基本事項を説明出来る 

  5）薬剤耐性、菌交代現象、日和見感染症の意味について説明出来る 

６ 総論 ⑧代謝障害 ⑨老化と老年病 

  1）脂質代謝異常とは？ その異常があるとどの様な疾病に罹患しやすいか説明出来る 

  2）Ⅰ型糖尿病とⅡ型糖尿病との違いを説明出来る 

  3）アミロイドーシスとはなにか説明出来る 

  4）メタボリックシンドロームとはどの様なものか、説明出来る 

  5）生理的老化と病的老化の違いを説明出来る 

  6）細胞の老化を説明出来る学説を 2 つあげて述べることが出来る 

  7）老化が血管、大脳、肺、腎臓、眼、耳等の臓器にどんな変化をもたらすかを説明出来る 

 

７ 総論 ⑩新生児の病理 ⑪先天異常 

  1）正期産児、早産児、低・極低・超出生体重児の定義を説明出来る 

  2）新生児の低酸素性虚血性脳症とその合併症について説明出来る 

  3）新生児の感染予防としてなにが重要か述べることが出来る 

  4）早産児の呼吸窮迫症候群、動脈管開存症、脳室内出血、脳室周囲白質軟化症の説明が出来る 

  5）先天異常とはなにか、その環境要因にどんなものがあるかを述べることが出来る 

  6）代表的染色体異常を挙げることが出来る 

   

８ 総諭 ⑫腫瘍 

  1）腫瘍とはなにか、その定義と分類を説明出来る 

  2）良性腫瘍と悪性腫瘍の違いを説明出来る 

  3）腫瘍の主な進展形式を述べることが出来る 

  4）腫瘍の主な原因と発生のメカニズムを説明出来る 

  5）日本の癌の疫学的特徴を述べることが出来る 

９ 総諭 ⑬生命の危機 

  1）日本人の死因で多くみられるものについて述べることが出来る 

  2）生命の危機をもたらす損傷の種類について述べることが出来る 

  3）バイタルサインとは？ 生命に危機が及んだ時、それがどの様に変化するか説明出来る 

  4）ショックの臨床的症状について述べることが出来る 

  5）わが国の脳死の定義について述べることが出来る 

   

１０ 各論 ②呼吸器系 ③歯・ロ腔系 

  1）感冒、気管支炎、インフルエンザについて原因、症状について説明出来る 

  2）肺胞性肺炎と間質性肺炎の違いについて述べることが出来る 
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  3）結核菌の感染経路をあげ、一次結核症と二次結核症の意味を説明出来る 

  4）慢性閉塞性肺疾患の診断基準を述べることが出来る 

  5）肺癌を腺癌、扁平上皮癌、小細胞癌にわけ、病理学的特徴について述べることが出来る 

  6）う歯の発生機序を説明できる 

  7）口内炎、アフタ、白斑症について説明出来る 

  8）唾液腺を含めた口腔内、口腔周辺の腫瘍の種類、形態学的特徴について述べることが出来る 

１１ 各論 ④消化器 ⑤内分泌系 

  1）胃潰瘍とはどんな状態か、その合併症について述べることが出来る 

  2）早期胃癌と進行胃癌との違いを説明が出来る 

  3）クローン病、潰瘍性大腸炎について説明が出来る 

  4）腸閉塞、ヘルニアについて述べることが出来る 

  5）A 型、B 型、C 型肝炎の違いを説明出来る 

  6）肝硬変とは何か、その合併症を説明出来る 

  7）急性膵臓炎の原因と病理学的特徴を述べることが出来る 

  8）視床下部、下垂体の異常でおこる疾病について、その代表的なものを述べることが出来る 

  9）甲状腺機能亢進と低下の代表的疾患を述べることが出来る 

    

１２ 各論 ⑥造血器 ⑦腎・尿路系 

  1）鉄欠乏性貧血、再生不良性貧血、溶血性貧血の違いを説明出来る。 

  2）急性骨髄性白血病と慢性骨髄性白血病の違いを説明出来る 

  3）リンパ節の働きとリンパ節炎について説明出来る 

  4）T 細胞性、B 細胞性悪性リンパ腫、ホジキンリンパ腫について説明出来る 

  5）急性、慢性腎不全について説明出来る 

  6）代表的糸球体腎炎をあげ、その特徴を述べることができる 

  7）尿路の通過障害をおこす病態をあげ、その結果なにが起こるか説明出来る 

  8）腎実質の悪性腫瘍で大人と子供に出来るものの特徴を述べることが出来る 

  9）膀胱癌について説明出来る 

    

１３ 各論 ⑧生殖器・乳腺 

  1）前立腺肥大について病理組織学的特徴を述べることが出来る 

  2）前立腺癌、精上皮腫とはどんな疾患か説明出来る 

  3）子宮頸がんの主な原因について述べることが出来る 

  4）子宮体癌を分類し、子宮内膜増殖症との関係について説明出来る 

  5）胞状奇胎、絨毛癌がどの様な病態からもたらされるか説明出来る 

  6）子宮筋腫の臨床的症状、なにが増殖しているかを述べることが出来る 

  7）卵巣腫瘍を分類し、その病理組織学的特徴を述べることが出来る 

  8）乳腺症とは何か説明出来る 

  9）乳癌の出来やすい位置と、その治療に当たっての必要な検査を述べることが出来る 

１４ 各論 ⑨脳・神経系論 

  1）脳ヘルニアの種類と主な症候を述べることが出来る 

  2）脳梗塞の原因と形態学的変化を説明出来る 

  3）認知症をきたす疾患をあげ、脳内に蓄積する異常物質を述べることが出来る 

  4）神経変性疾患であるパーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症がどんな病気であるか説明出来る 

  5）脱髄性疾患にはどんなものがあるか、述べることが出来る 

  6）髄膜炎を分類し、主な病原体を述べることが出来る 

  7）主な脳腫瘍の分類と、その特徴を述べることが出来る 

 

１５ 各論 ⑩運動器系 ⑪感覚器系 

  1）骨折の治癒形態を説明出来る 

  2）骨軟骨腫、骨肉腫、軟骨肉腫について説明出来る 

  3）関節リュウマチの滑膜組織病変の特徴を述べることが出来る 

  4）痛風関節炎について述べることが出来る 

  5）脊柱管狭窄症の病態について述べることが出来る 

  6）視覚器の主な病変について述べることが出来る 

  7）主な耳疾患について述べることが出来る 

  8）湿疹・皮膚炎、単純・帯状疱疹、天疱瘡、?瘡の病変を簡単に説明出来る 
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  9）有棘細胞癌、悪性黒色腫がそれぞれ何の悪性腫瘍か、述べることが出来る 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

カラーで学ぺる 病理学 第 5 版 渡辺照男 NOUVELLE 

HIROKAVVA 

978-4-86174-075-6 2019 

     

     

     

     

 基本的に教科書に沿って講義します。 病理学は覚えることが多いので､教科書付録の整理ノー卜を上手に活用し､ 重要項

目･ポイントの整理や確認･復習をこまめに行ってください。 

  よく理解して臨床栄養学へ発展させて欲しい。 

参考書 特に指定しない 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

下記学習目標が達成されているか、筆記試験を実施（100 点満点） 100 

  

  

  

  

  

筆記試験に関して､60 点未満の者はレポート提出を課して､成績評価に加昧します｡ 

総合判定として 60 点以上を単位認定とします。 

 

学習到達目標 1）総論では基本的病変の原因、機序、形態学的変化を理解し、説明出来る。 

2）各論では総論の知識を基礎に、各臓器ごとの主な疾患を理解し、個体全体の病理を把握する能力を         

習得し、表現することが出来る 

先修条件  

実務経験  

その他  

 


